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　JR東日本では、切符や磁気定期券のリ

サイクルに取り組むとともに、繰り返し使

用できるICカード乗車券Suicaの普及を

推進し、乗車券類の廃棄物削減に取り組

んでいます。 

　回収した切符については、製紙工場へ

送り、切符の裏面の鉄粉を分離して、

2005年度には666トンの全てを、トイ

レットペーパーや段ボール、名刺用紙にリ

サイクルしました。また使用済み磁気定

期券については、回収した全てを固形燃

料として再利用しています。 

　また、Suicaは繰り返し使用できること

から、普及が進むほど、資源を節減するこ

とにつながります。このことから、使い捨

てを防止するため、通常の乗車券類とは

異なり、初回購入時にデポジットをお預か

りしています。 

　Suicaの普及により、磁気定期券の減

少も進んでいます。具体的には、Suica

導入前の2000年度と2005年度の磁

気定期券の年間発行枚数を比較すると、

約1,620万枚減少しました。 

 

 

　1999年に定めた「グリーン調達ガイ

ドライン」に基づき、資材調達の際に環境

負荷が小さい製品を選ぶよう努めると同

時に、再生材料の使用や廃棄物の減量化

などを取引先さまに依頼しています。 

　2000年度からペットボトルなどの再

生ポリエステル繊維を利用した制服を採

用しています。また、オフィスで使用する

事務用品においては、44％の品目がグリ

ーン購入対象物品となっており、コピー

用紙も全社使用量の99％が再生紙で占

められています。 

 さらに、JR東日本の資材調達先となる

取引先さまについて、環境およびCSRの

取り組み状況を把握し、調達先選定の際

の指標のひとつとしています。 

 

 

　駅で発生するゴミを単にリサイクルす

るだけでなく、再び当社で活用すること

により、循環の環の拡大に努めています。 

切符から再生された紙は、トイレットペー

パーとして当社の首都圏の主な駅のトイ

レで使用するほか、社員の名刺としても

使用しています。分別ゴミ箱で回収した

新聞紙はコピー用紙にリサイクルし、当社

のコピー用紙として使用しています。また、

雑誌はコート紙にリサイクルし、新幹線車

内に設置している情報誌『トランヴェール』

の用紙として使用しています。 

 

 

資源循環への取り組み 

 

 

 

　オゾン層を破壊する特定フロンを冷房

装置（大型冷凍機）の冷媒として使用し

ていましたが、特定フロンを使用しない

冷房装置に順次切り替えており、2005

年度末の時点で建物における特定フロン

を使用した冷房装置は、10台まで削減し

ました(1990年度は82台)。 

　車両では、気動車と客車の一部を除い

て代替フロンを使用しており、2005年

度末の時点で2トンの特定フロン、92ト

ンの代替フロンを使用しています。漏洩

がないよう定期的にチェックし、廃車時に

は法令に基づき回収しています。また消

火剤として利用しているハロンは、

2005年度末時点で60トン使用してい

ますが、設備の更新や新設の際には、順

次それ以外の消火剤(粉末、CO2など)へ

の代替を進めています。 

 

　JR東日本では、主に車両の塗装や補修

などに化学物質を使用していますが、漏

出などがないよう厳正に使用・管理してい

ます。2001年度以降はPRTR法※1に基

づき、特定化学物質を一定量以上取り扱

う事業者として、20カ所の事業所が関係

自治体に排出量と移動量を届け出ています。 

　一方、塗装が不要なステンレス車両の

導入も進めており、2005年度末で在来

線電車10,652両のうち66%を占める

までになりました。 

　車両関係以外では鉄道施設の塗料や、

線路の砕石を安定させる道床安定剤など

に有機溶剤を使用しており、2005年 

度には450トンを使用しました。 

 

　自営の川崎発電所では、燃料として比

較的環境負荷の少ない都市ガス、灯油、

低硫黄重油を使用しています。排出物に

は窒素酸化物(NOx)や硫黄酸化物(SOx)、

ばいじんが含まれるため、脱硝装置や集

じん装置により排出削減に努めています。 

新潟県中越地震の被災により、自営水力

発電所が停止していたため、火力発電所

の運転時間が増加し、2005年度のNOx

排出量は462トンに増えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　JR東日本では、PCBを絶縁油として

車両や変電所などの機器で使用してきま

したが、PCBを含まないものに積極的に

取り替えています。取り替えたPCB機器

は82カ所の保管庫などで厳重に保管、

法令に基づいて届け出を行っています。 

　無害化処理については、PCB廃棄物処

理施設の稼動状況、国における検討状況

を踏まえて検討を進めています。 
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ポリ塩化ビフェニル（PCB）の管理 

化学物質の使用にあたっては、人体や生態系への影響をきちんと考慮する必要があります。  

JR東日本グループでは、法規制を守ることはもちろんのこと、自主的な目標を設定することで、  

使用量・排出量の削減と、より影響の少ない物質への代替を進めています。 

化学物質の管理をどう進めているのですか?

化学物質の管理状況 火力発電所における取り組み 

オゾン層破壊物質に関する取り組み 

化学物質使用・排出量の削減 

グリーン調達 

乗車券類の廃棄物削減 

駅で発生するゴミの循環利用 

駅で回収した新聞紙は製紙工場で再生紙に生まれ
変わります 

JR東日本のコピー用紙として購入し、社内で再び使
用します 

ガラス瓶をリサイクルしたタイルを、フィットネスクラ
ブのプールサイドで使用（ジェクサー上野店） 

駅で集められる使用済み切符は、トイレットペーパー
として首都圏の主要駅に戻ります 

※1 PRTR法 
正式名称は特定化学物質の環境への排出量の把握

等及び管理の改善の促進に関する法律。有害な化学

物質の環境への排出量を把握・管理を促進し、環境へ

の影響を未然に防止することを目的としています。 

特定フロン使用大型冷凍機台数の推移 
磁気定期券の発行枚数の推移 

届出20事業所の排出量・移動量 

自営火力発電所からのNOx排出量推移 
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化学物質名称 
大気への 
排出量 

下水道への 
移動量 

事業所外への 
移動量 

エチルベンゼン 
 （kg） 

スチレン 
（kg） 

4,4'-メチレンジアニリン 
（kg） 

エチレングリコール 
（kg） 

トルエン 
（kg） 

キシレン 
（kg） 

2-アミノエタノール 
（kg） 

ＨＣＦＣ-141b 
（kg） 

ビスフェノールA型エポキシ樹脂 
（kg） 

トルエンジイソシアネート 
（kg） 

直鎖アルキベンゼンスルホン酸 
（kg） 

クロムおよび3価クロム化合物 
（kg） 

ジクロロメタン 
（kg） 

ﾎﾟﾘ(ｵｷｼｴﾁﾚﾝ)=ｱﾙｷﾙｴｰﾃﾙ 
（kg） 

o-トルイジン 
（kg） 

マンガン 
（kg） 
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注）土壌への排出、公共用水域への排出および埋立処分はありません。 
　  届出のうち排出量と移動量があった物質のみ掲載しています。 

0

500

1,000
（t） 

994

376

'90 '01 '02 '03 '04 '08
基準値 目標値 

（年度） 

399
341 368

62% 
削減 

60% 
削減 

66% 
削減 

'05

417

58% 
削減 

63％ 
削減 

462

54% 
削減 

0

500

1000

1,500

2,000

2,500

3,000（万枚） 
磁気定期 Suica 

導入 

1620万枚減少万枚減少 約1,620万枚減少 


